
              

 

きたおか 

ラストスパート！そして次のステージへ・・・ 

菜の花や水仙の花が、もう春がそこまで来ていることを告げているようです。 

早いもので、令和 4年度最後の月となりました。学校では、1年間の総まとめの 

月であり、進級や進学に向けた大切な準備の月でもあります。（3学期は 0学期）。 

3月の登校日数は 1年生～5年生が 16日、6年生が 13日と本当にわずかです。 

特に卒業を迎える 6年生は残りの小学校生活を悔いのないように過ごしとほしい 

と思います。どの学年も子どもたち一人ひとりが、最後まで走り抜き、次のステージ 

に向かって自信を持って進めるよう、教職員一同しっかり指導してまいります。 

保護者の皆様には、本年度の本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうご

ざいました。心より感謝と御礼を申しあげます。 

 

授業参観について 

先日お手紙にてお知らせしておりますように、授業参観、学級懇談会を行います。各学級では、

授業参観に向けて準備をしておりますので、お忙しい折とは存じますが、ぜひお越しいただき、1

年間のお子様の成長ぶりをご覧になっていただきたいと思います。 

また、いくつか「保護者どうしが知り合える場がほしい。」といった旨のお声をいただいておりま

すことを踏まえまして、学級懇談会を設けることといたしました。学校や学級がお子様を真ん中に

据え、出会いの場の一つとなってほしいと願っております。 

警備上、保護者用名札の着用には、どうぞご協力いただきますようお願いします。 

 

2年生とこどもの安全見守り隊の方との交流 

2 月 13 日（月）、毎朝子どもたちの登校を見守ってくださっている見守り隊の方にお話を伺い

ました。2 年生のほとんどのこどもたちが見守り隊の皆様のお顔を知っていて、今回はお名前も

知ることができました。また、子どもたちからは、「いつもおはようと言われて嬉しい。」といった発

言があり、見守り隊の方々からは、「みんなから元気をもらっているよ。」とのお話がありました。 

見守り隊の皆様、これからも子どもたちをどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標～夢をもち 心豊かに ともに未来を切り拓く～ 
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子どもの安全見守り隊新規

参加者募集中です！    

「できるときに、 

できることで」 

 



来年度の収穫を楽しみに！ 

～5年生のじゃがいもの植え付け～ 
2月 22日（水）の 4時間目と 5時間目を使って、「畑のある交流サロン」 

の皆様のご指導のもと、5 年生がジャガイモの種イモを植えました。今回は、畝作りから取り組ん

でいます。6 年生になったら収穫します。また、理科の光合成の授業でもこの時に植えたジャガイ

モの葉を実験で使います。 

卒業式について 

本校の第 57回卒業式です。 

2月 24日（金）の朝には「6年生を送る会」が行 

われ、在校生の各学年からのお祝いメッセージ動 

画が披露されました。また、通路では、子どもたちが花道をつくり、 

6 年生が通っていきました。コロナ禍で学校行事が分散等の感染対策の中で行われてきた中、

卒業生を中心に北丘っ子みんなが一つになった朝でした。 

卒業式は、次のように行う予定です。 

① 式典の実施内容を精選し時間短縮を検討します。 

② 十分な身体的距離を確保するために保護者の方の参列は 2名様まででお願いします。 

③ 式場は十分な換気を行います。 

卒業式でのマスク着用につきましては、2 月 17 日付の豊中市教育委員会からの周知文書よ

り、卒業式が有する教育的意義を考慮し次のようにいたします。 

① 卒業生は、入退場、着席時、証書授与等式典全体を通じてマスクを外すことは差し支えあ

りません。 

② 国歌・校歌等の斉唱や合唱、門出の言葉等では、原則としてマスクを着用いたします。 

③ 参列される保護者の皆様には、今まで通り式典全体を通じてマスクの着用へのご協力を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2学期から何回か、6年生で 10年ぶりに道徳の授業をさせていただきました。 

「iPS細胞の向こうに」という教材があり、これは「山中伸弥氏」の話で、テーマは「終わりなき挑

戦」や「くじけない心」でした。重い病気や怪我で苦しみ続けている人を助けたいという強い思

いから、折れない心で希望を繋いでいく山中氏の姿勢が、少しでも子どもたちに届いたらいい

なあ、と考えながら授業をしました。 

山中氏の生き方の土台には次のような考え方もあったようです。 

それは、「何か悪いことがあったら身から出た錆、いいことがあったらおかげ様。」 

北丘っ子が将来、自らを振り返ることができ感謝の気持ちを忘れない、そんな大人に成長して

いってほしいと願っています。    

 


